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１. 著作
（１）「21世紀スポーツ大事典」（大修館書店）
本事典は、スポーツの概念、歴史、ルール、技
術・戦術、オリンピックはもちろん、人種、ジェ
ンダー、障害者をはじめ、経済、政策、倫理など、
スポーツにかかわる様々な分野からスポーツ事
象を解説した辞典である。本辞典の第26章ス
ポーツ種目：バレーボール（p.1211-1215）を執
筆担当した。
（２）「考えて強くなるバレーボールのトレーニン
グ　－スカウティング理論に基づくスキル＆ド
リル－」（大修館書店）
　本書は、前半部分でバレーボールにおける情
報分析の具体的な方法や、中高校の部活動に
おいても利用できるよう紹介し、後半部分では
情報分析から得たデータを日々の練習に反映
させる方法や、具体的な練習メニューを、渡辺
啓太氏と共同執筆した。（2016年4月発刊予定）
（３）「バレーボール　コーチングバイブル」（大
修館書店）
本書は、日本バレーボール協会が指導者養成
講習会で使用するテキストを11年振りに全面
改訂したものである。内容は、指導者に必要な
指導技術や基礎理論について、その背景にある
エビデンスを踏まえて解説している。最新の指
導理論、トレーニング科学、救急法といった内容
を網羅した、指導者必携のテキストである。
筆者は、「第５章　バレーボールに必要な基本
技術とその練習法」の「１．サーブ技術」の執筆
と、第５章全体の編集、「第７章　基本的なゲ
ーム分析方法」の「１－２．データ収集・分析の
方法について」の執筆と、第７章全体の編集を
担当した。（2016年7月発刊予定）
２. 研究活動
（１）「バレーボールにおけるスパイク時のかみ
しめによる咀嚼筋と全身骨格筋への影響」
研究概要：日本バレーボール協会メディカル委
員会との共同研究で、「①スパイク・ブロック時
の頭頸部、肩部、体幹部、脚部付着筋の活動形
式の測定」、「②咬み合せ、並びに全身のバラン
スの測定」、「③マウスピースのパフォーマンス
に与える影響の測定」、について実験を行った。
実験①に関しては、スパイク、ブロック時の、［頸
部］咬筋、顎二腹筋［肩甲帯］大胸筋、三角筋、
棘下筋、［体幹］腹直筋、背筋、［下肢］大腿四
頭筋、大腿二頭筋、腓腹筋、前脛骨筋などの筋
電図評価を行った。その際、1/2500高速度カ
メラにおいてスパイク・ブロック時の画像を複
数方向から撮影し、測定後に筋電図と画像を同
期した。
 
実験項目②に関しては、全被験者にT-scanを
用いて、個人の咬合のバランス並びに咬合力を
計測した。また重心動揺計を用いて開口状態
と噛みしめ時の全身のバランスを１分間測定し
た。その後、事前に作製したマウスピースを口
腔内に入れて重心動揺を測定し、それぞれ３回
ずつ休憩をはさんで約15分程度計測した。
実験項目③に関しては、全被験者に口腔内にマ
ウスピースを装着し、最高到達点の変化につい
て計測した。
　研究成果は、日本バレーボール協会メディカ
ル委員会の2016年次報告会で発表予定であ
る。
３. フィー ルドワーク
（１）オーストラリアのスポーツ政策調査
　2016年1月、オーストラリアのスポーツ政
策を調査するために、NPO法人スマイルクラ
ブの大浜あつ子理事長、大浜三平理事ととも
に、Australian Institute of Sport（AIS）を 訪
問した。AISにはPerformance Investment、 
Performance Excellence、 Athletes Coaching 
and Leadership、Performance Preparation、
Performance Science and Innovation の部門
があり、その役割や課題を調査することができ
た。また、AISの障害者スポーツへの関わり方、
アスリ トーへの助成（scholarship）、スポーツ医
科学サポ トー、関連組織との共同研究等につい
ても、具体的にヒアリングすることができた。
 
４. 専修大学スポ ツー研究所内の活動
（１）専修大学社会知性フォーラム講師・パネリ
スト
スポーツ研究所を代表し、2015年10月24日、
岩手県北上市の日本現代詩歌文学館において
専修大学社会知性フォーラム2015に、「2016
希望郷いわて国体・いわて大会がもたらすレガ
シ （ー遺産）」の演題で講師を務めた。また、佐
竹弘靖所員、渡辺英次所員とともに、「岩手国
体がもたらすレガシ （ー遺産）」のテーマでパネ
ルディスカッションに参加し、国体の持つ意義
や期待する効果などについて意見を交わす機
会を得ることができた。詳細は所員研究活動報
告に記載。
 
（２）専修大学スポーツ研究所第３回研究会に
て発表
　2015年12月11日、専修大学サテライトキャ
ンパスにおいて「日本バレーボールの現状と世
研究・活動報告
吉田 清司（法学部教授）
図1.
所員研究活動報告
43Annual Report 2015
平成27年度専修大学スポーツ研究所 所員報告
界バレーの研究動向」のテーマで発表した。詳
細は研究所研究会発表に記載。
５. 学会活動
（１）日本バレーボール学会2015年バレーボー
ルミー ティング
2015年8月8日、岩手県紫波町情報交流館・
オガールベースで開催された2015年バレーボ
ールミーティングにおいて、ミーティング実行
副委員長を務め、ミー ティング開催を運営した。
また、「地域から日本のバレーボールを変える～
オガールベースの挑戦～」のテーマで開催され
たシンポジウムにおいて、司会進行を務めた。
 
（２）日本バレーボール学会第21回大会
　2016年3月19・20日、明治学院大学白金キ
ャンパスで開催されたバレーボール学会第21
回大会において、大会実行委員会副委員長を
務め、学会大会を運営した。また、学会のシン
ポジウムにおいて、「セット技術・戦術の変遷」
のテーマで発表した。
（３）日本コーチング学会寄稿
　コーチング学研究24巻2号に「私の考えるコ
ーチング論」のテーマで、コーチング哲学、コー
チングの資質と能力、コーチングに向き合う覚
悟、コーチングにおける実践的思考、コーチング
学の一般化等についての論説を掲載した。
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